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残席僅少

館
山
が
、
日
本
の
フ
ラ
メ
ン
コ
の
故
郷
と
呼
ば
れ
る
よ
う

学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

今
日
習
っ
た
料
理
を
、
今
夜
さ
っ
そ
く

家
族
に
披
露
し
て
み
ま
す

PHOTO／男子も厨房に入るべし男女共同参画社会をめざし男の料理教室開催

「ぱしふぃっく　びいなす」写真コンクール結果発表
　3月16日に館山港へ初寄港した「ぱしふぃっく　びいなす」（日本クルーズ客船㈱所属）の雄姿をテー
マに実施された、観光写真コンクールの結果をお知らせします。（敬称略）

▲最優秀賞「白亜の女神」高橋武彦
▲優秀賞
「猫とびいなす」滝口照子

▲優秀賞「館山湾の客

船」安藤十三男

入選：栗林匡俊、井上正治、石井康和、瀧口和男、飯山武夫、吉田幸江、清水直人
問合せ／海辺のまちづくり推進課（�22―3606）

   

市
で
は
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
、男
性
よ
り
要
望
の

多
か
っ
た
、家
庭
で
料
理
し
た
こ

と
が
な
い
男
性
を
対
象
に
、男
女

共
同
参
画
・
中
央
公
民
館
共
催
に

よ
り
、男
の
料
理
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。 

第
１
回
目
の
教
室
に
は

応
募
し
た
40
歳
以
上
の
男
性
23
人

が
参
加
。イ
カ
を
使
っ
た
吉
野
煮

を
メ
イ
ン
に
、ア
ジ
の
刺
身
や
イ

カ
ゲ
ソ
の
と
う
ば
ん
煮
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
エ
プ
ロ
ン
を
つ
け
、

頭
に
手
ぬ
ぐ
い
を
巻
き
、市
内
で

割
烹
を
経
営
し
て
い
る
庄
本
健
次

さ
ん
を
講
師
に
料
理
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
。は
じ
め
て
包
丁
を
握
る
人
も

い
て
、大
根
の
ツ
マ
は
細
く

切
れ
ず
オ
ニ
オ
ン
ス
ラ
イ

ス
の
よ
う
。各
テ
ー
ブ
ル
で

は
こ
の
日
初
対
面
の
受
講

生
同
士
が
相
談
し
な
が
ら
、

料
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　
指
導
に
あ
た
っ
た
庄
本

さ
ん
は「
よ
く
料
理
教
室

の
指
導
に
招
か
れ
ま
す

が
、受
講
生
に
は
料
理
を

作
る
楽
し
さ
を
学
ん
で
欲

し
い
で
す
ね
。今
回
の
講

座
を
、家
庭
で
も
厨
房
に

立
つ
き
っ
か
け
に
し
て
欲

し
い
で
す
ね
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

なだ

『涙そうそう』がヒット 市
民

シリーズ
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市
で
は
、災
害
に
対
し
て
次
の

方
針
で
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

１
　
防
災
協
定
締
結
の
推
進

　
遠
隔
都
市
と
の
相
互
応
援
協
定

や
物
資
等
の
応
援
協
定
の
締
結

２
　
市
民
の
防
災
能
力
の
向
上

　
自
主
防
災
会
の
活
性
化
と
市
と

市
民
の
役
割
分
担
の
明
確
化

３
　
避
難
場
所
の
検
討

　
避
難
場
所
の
統
一
と
避
難
長
期

化
時
の
宿
泊
施
設
利
用
を
検
討

４
　
防
災
行
政
無
線
な
ど
施
設
・

設
備
の
整
備

　
今
後
の
防
災
施
設
整
備
に
関
し

て
、他
方
面
か
ら
の
検
討
に
よ
り
、

市
民
の
安
全
確
保
に
最
適
な
整
備

を
推
進
す
る

　
市
で
は
こ
の
よ
う
な「
備
え
」を

し
て
い
ま
す
が
、新
潟
県
中
越
地

震
の
例
を
見
て
も
、災
害
の
発
生

の
際
は
不
測
の
事
態
な
ど
に
よ

り
、十
分
な
対
応
が
取
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。ま
ず
は
自
分
自
身

と
家
族
を
災
害
か
ら
守
る
こ
と
が

重
要
で
す
。最
悪
な
事
態
を
想
定

し
、最
低
３
日
以
上
の
備
蓄
を
行

い
、災
害
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

　
津
波
は
、昨
年
の
ス
マ
ト
ラ
沖

地
震
の
大
被
害
を
見
れ
ば
わ
か
る

よ
う
に
、た
い
へ
ん
恐
ろ
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　
館
山
市
は
長
い
海
岸
線
を
有

し
、海
に
面
す
る
地
域
が
多
い
た

め
、津
波
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。関
東
大
震
災（
１
９

２
３
年
）に
よ
る
津
波
の
高
さ
は
、

館
山
で
１
・
８
ｍ
、洲
崎
で
４
〜
７

ｍ
、相
浜
で
７
〜
９
ｍ
、ま
た
、元

禄
地
震（
１
７
０
３
年
）に
よ
る
波

高
は
、館
山
で
５
〜
６
ｍ
、標
高

４
・
６
ｍ
ま
で
浸
水
し
た
記
録
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
資
料
を
基
に
、津
波

危
険
予
想
地
域
を
内
湾
で
海
抜
５

災
害
に
備
え
て
地
震
や
津
波
へ
対
応
を

　
先
月
23
日
、千
葉
県
北
西
部
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
０
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
館
山
で
も
震
度
４
を
記
録
し
た
た
め
、防
災
行
政
無
線
で
地
震
の
発
生
を
自
動
放
送
し
ま
し
た
。幸
い
に

も
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、内
房
線
や
館
山
自
動
車
道
な
ど
交
通
機
関
が
一
時
的
に
ス
ト
ッ
プ
し
ま

し
た
。国
内
で
は
昨
年
、新
潟
県
中
越
地
震
が
発
生
し
、大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。ま
た
海
外
で
は
、

ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
に
伴
う
津
波
に
よ
り
、死
者
・
行
方
不
明
者
30
万
人
と
い
う
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。房

総
半
島
を
含
む
南
関
東
で
は
、今
後
30
年
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ク
ラ
ス
の
地
震
が
、70
％
の
確
率
で
発
生

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。災
害
に
対
す
る
備
え
や
発
生
時
の
対
応
を
充
分
行
っ
て
下
さ
い
。

　
問
合
せ
／
社
会
安
全
課（
�
22
―
３
４
４
２
）

防
災
を
家
庭
内
で
話
し
合
い
、十
分
な
備
え
を

問合せ／館山市図書館（�22－0701）

いい本あるある!
移動図書館「わかしお号」
　　　９月の巡回場所

※雨や風の強い日は、巡回を中止する
　ことがあります。

純真保育園前

温水プール前

稲原集会所前

崖観音下

船形小学校

（船形地区公民館前）

那古小学校

光風苑前

大賀自衛隊官舎

香浅間神社

西岬東地区公民

館山小学校

西岬小学校

房南保育園

大田区立養護学校

安房神社鳥居前

相浜漁協前

中里ワークホーム

神戸小学校

富崎小学校

館野保育園

腰越延命院前

九重駅前

館野小学校

九重小学校

（九重保育園）

神余小学校

豊房小学校

豊房幼稚園

駐　車　場

10:20～11:00

11:10～11:30

13:45～14:00

14:10～14:25

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

10:10～10:25

10:35～11:05

11:15～11:30

13:40～14:00

14:20～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:10～15:30

 9:50～10:20

10:35～11:05

11:15～11:35

13:25～13:45

14:00～14:30

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

10:20～11:00

13:20～13:40

13:50～14:15

12:40～13:10

14:40～15:40

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

14:40～15:40

13:30～14:00

12:40～13:10

13:10～13:30
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今
年
の
合
同
防
災
訓
練
は
館
野
地
区

　
９
月
１
日（
木
）防
災
の
日
、午

前
９
時
か
ら
11
時
ご
ろ
ま
で
、館

野
小
学
校
校
庭
で
、第
26
回
館
山

市
合
同
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
今
回
の
訓
練
は
、関
東
大
震
災

ク
ラ
ス
の
大
地
震
発
生
を
想
定
し

た
も
の
で
、初
期
消
火
訓
練
、炊

き
出
し
・
給
食
訓
練
、応
急
救
護

訓
練
、水
道
施
設
復
旧
訓
練
な
ど

を
行
い
ま
す
。見
学
は
自
由
で
す

が
、十
分
な
駐
車
場
の
用
意
が
で

き
ま
せ
ん
。

　
当
日
は
６
時
に
防
災
行
政
無
線

と
消
防
団
車
両
が
、東
海
地
震
警

戒
宣
言
広
報
と
し
て
、全
市
一
斉

に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。火

災
と
間
違
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

９
月
１
日
開
催

ｍ
、外
房
で
海
抜
10
ｍ
と
し
て
設

定
し
、市
内
200
箇
所
の
東
電
柱
に

地
盤
高
表
示
板
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

　
津
波
は
、ジ
ェ
ッ
ト
機
並
み
の

時
速
800
㎞
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
で

来
襲
し
ま
す
。地
震
を
感
じ
た
ら

ま
ず
海
浜
か
ら
離
れ
、よ
り
高
い

と
こ
ろ
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

防
災
に
関
す
る
方
針

津
波
へ
の
対
応

災
害
の「
備
え
」は
万
全
で
す
か

　①
　
家
族
で
次
の
内
容
を
確
認
し

ま
し
ょ
う

○
家
の
中
で
ど
こ
が
一
番
安
全
か

○
避
難
場
所
・
避
難
路
の
確
認

○
非
常
持
出
袋
の
置
き
場
所
確
認

○
家
族
の
役
割
分
担
確
認
　

○
落
ち
合
う
場
所
の
確
認

○
安
否
情
報
を
取
り
次
い
で
も
ら

う
遠
方
の
親
戚
や
知
人
の
確
認

○
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
の

確
認

②
　
避
難
場
所
の
確
認

　
家
に
い
る
と
き
の
避
難
場
所
の

ほ
か
、よ
く
出
か
け
る
場
所
で
の

被
災
を
考
え
、２
〜
３
箇
所
お
ぼ

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
　
家
の
中
の
家
具
な
ど

○
家
具
類
の
転
倒
防
止
対
策
を

○
扉
や
棚
な
ど
の
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止

○
特
に
危
な
い
の
は
冷
蔵
庫
や
ピ
ア
ノ

○
棚
の
荷
物
の
落
下
防
止
を

○
消
火
器
の
設
置
を

④
　
家
や
外
周
り
の
補
強
を
へ
い

○
家
の
土
台
、柱
、屋
根
、家
の
塀
な
ど

の
点
検
、補
強

⑤
　
非
常
持
出
品
の
準
備

　
衣
類
・
洗
面
用
具
・
医
薬
品
類
・
小
物

道
具
類
・
水
、食
糧
・
赤
ち
ゃ
ん
用
品
な

ど
の
う
ち
、必
要
な
も
の
を
ひ
と
ま
と

め
に
し
て
用
意
し
て
お
く
。中
身
は
必

要
最
小
限
に
と
ど
め
、避
難
を
考
え
、で

き
る
だ
け
軽
く
し
て
お
く
。

 

　

家
庭
内
備
蓄
を
推
進

　　
　
阪
神
や
新
潟
の
震
災
で
も
、

災
害
直
後
は
、隣
近
所
の
助
け
合

い
に
よ
り
多
く
の
人
命
が
救
助

さ
れ
て
い
ま
す
。現
実
に
、行
政

や
防
災
機
関
の
活
動
が
被
災
地

す
べ
て
で
開
始
す
る
ま
で
に
は

か
な
り
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、災
害
時
の
初
期
活
動

自
主
防
災
組
織
の
重
要
性

と
し
て
町
内
会
や
区
で 

自
主
防

災
会
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し

ま
す
が
、館
山
市
に
お
け
る
結
成

率
は
58
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
常
時
は
防
災
の
講
習
会
、訓

練
の
実
施
、危
険
箇
所
、避
難
場

所
の
把
握
、避
難
ル
ー
ト
や
防
災

機
材
の
点
検
な
ど
の
活
動
を
し

ま
す
。

　
災
害
時
は
災
害
情
報
の
収
集
・

伝
達
や
出
火
防
止
と
初
期
消
火
、

近
所
の
人
の
避
難
誘
導
や
被
災

者
の
救
出
・
救
護
な
ど
行
い
ま

す
。　
防
災
会
で
行
う
訓
練
な
ど

の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、災

害
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　　　
市
内
に
は
、小
学
校
な
ど
13
ヵ

所
に
防
災
倉
庫
を
設
置
。そ
の
中

に
食
糧（
ア
ル
フ
ァ
ー
米
・
ク
ラ
ッ

カ
ー
）10
万
食
、毛
布
７
千
枚
、簡

易
ト
イ
レ
75
基
、発
電
機
22
基
、紙

お
む
つ
な
ど
の
日
用
品
を
災
害
に

備
え
備
蓄
し
て
い
ま
す
。　
九
重

地
区
の
二
子
に
あ
る
防
災
機
材
庫

に
は
、土
の
う
や
給
水
タ
ン
ク
、ス

コ
ッ
プ
、は
し
ご
、ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト
、バ
リ
ケ
ー
ド
、ロ
ー
プ
、ハ
ン

マ
ー
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。水

は
、耐
震
性
井
戸
付
貯
水
装
置
を

一
中
、館
山
小
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

防
災
関
連
施
設
や
設
備
な

ど
が
老
朽
化

ン
タ
ー
の
３
ヵ
所
、そ
の
他
１
時

間
に
２
ト
ン
の
処
理
能
力
が
あ
る

浄
水
機
を
10
台
保
有
し
て
い
ま

す
。し
か
し
、防
災
無
線
も
設
置
し

て
20
年
を
経
過
す
る
な
ど
、各
施

設
や
装
置
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　
災
害
時
に「
災
害
対
策
本
部
」が

設
置
さ
れ
る
市
庁
舎
本
館
も
、建

築
後
45
年
を
経
過
し
、震
災
が
発

生
し
た
際
は
か
な
り
の
被
害
が
起

き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、建
物
が
使
用
不
能

と
な
っ
た
場
合
は
、菜
の
花
ホ
ー

ル
に
本
部
を
設
置
し
ま
す
。

　
ま
た
、避
難
予
定
場
所
の
建
物

も
地
震
の
規
模
に
よ
っ
て
は
被
災

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。そ

の
場
合
、建
物
の
専
門
知
識
を
有

す
る
応
急
危
険
度
判
定
士
を
派
遣

し
、危
険
性
を
調
査
し
ま
す
。

　
▲昨年の訓練（北条地区）

　▲防災行政無線

　▲自主防災組織の訓練（江田区）

集特

２平成17年８月15日３ だん暖たてやま



問合せ・予約／館山市観光協会
�22－2530、FAX23－3000
Ｅメール　taiken@awa.or.jp

ヘザー・スライズさん

　
経
常
収
支
比
率
と
は
、財
政
構

造
の
弾
力
性
を
示
す
指
標
で
す
。

割
合
が
高
い
ほ
ど
人
件
費
や
扶
助

費
な
ど
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る
経

費
に
、市
税
な
ど
経
常
的
な
収
入

で
使
途
の
自
由
な
財
源
が
よ
り
多

く
使
わ
れ
、財
政
が
硬
直
化
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
16
年
度
一
般
会
計
予
算

の
歳
入
総
額
は
、166
億
９
千
421
万

円
で
し
た
。

　
歳
出
総
額
は
162
億
６
千
981
万

円
で
、歳
入
歳
出
差
し
引
き
額

は
、４
億
２
千
440
万
円
で
す
。

　
こ
の
差
し
引
き
額
が
、今
年
度

に
繰
り
越
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、こ
の
中
に
は
、道
路
・
河

川
災
害
復
旧
事
業
な
ど
の
財
源

と
し
て
、既
に
使
い
み
ち
が
決
め

ら
れ
て
い
る
５
千
322
万
円
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、実
質
的
に

は
３
億
７
千
118
万
円
が
今
年
度

に
繰
り
越
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
歳
入
の
34
・
８
％
を
占
め
る
市

税
の
決
算
額
は
、総
額
で
58
億
796

万
円
で
す
。内
訳
は
、固
定
資
産
税

が
最
も
多
く
、26
億
８
千
947
万
円
。

次
い
で
市
民
税
が
20
億
７
千
535
万

円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼特別会計　16年度決算と平成17年度予算（６月補正後）　（単位：万円）

　
市
債
と
は
、多
額
の
資
金
を
必

要
と
す
る
事
業
に
対
し
て
、国
や

銀
行
か
ら
借
り
入
れ
る
お
金
で

す
。昨
年
度
は
20
億
９
千
390
万
円

を
借
り
入
れ
、市
債
の
現
在
高
は

198
億
２
千
918
万
円
で
す
。

　
特
別
会
計
は
、一
般
会
計
と
区

分
さ
れ
、特
別
の
目
的
を
も
っ
て

独
立
採
算
で
運
営
さ
れ
る
事
業
で

す
。昨
年
度
の
歳
入
、歳
出
の
決
算

の
概
況
と
、今
年
度
の
予
算
は
表

の
と
お
り
で
す
。

　
今
年
度
予
算
は
、昨
年
度
の
医

療
費
が
確
定
し
た
こ
と
で
、国
民

健
康
保
険
と
老
人
保
健
の
補
正
を

行
い
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
／
今
年
度
の
国

民
健
康
保
険
は
、当
初
予
算
52
億

７
千
577
万
円
か
ら
歳
入
、歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
億
６
千
491
万
円
を
増

額
し
、総
額
で
54
億
４
千
68
万
円

と
し
ま
し
た
。歳
出
は
、医
療
費
の

支
払
い
に
充
て
る
保
険
給
付
費
が

最
も
多
く
、39
億
６
千
701
万
円
。

次
に
老
人
保
健
の
医
療
費
給
付
な

ど
へ
の
拠
出
金
で
、９
億
124
万
円

で
す
。歳
入
で
は
、加
入
者
が
納
め

る
国
保
税
が
全
体
の
38
・
０
％
と

最
も
多
く
、20
億
６
千
488
万
円
。次

に
30
・
８
％
を
占
め
る
国
庫
支
出

金
で
、16
億
７
千
779
万
円
で
す
。

　
老
人
保
健
／
今
年
度
の
老
人
保

健
は
、当
初
予
算
57
億
１
千
613
万

円
か
ら
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

千
347
万
円
を
減
額
し
、総
額
57
億

266
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

当
初
予
算
で
、156
億
１
千
200
万
円

で
し
た
。６
月
の
市
議
会
定
例
会

で
追
加
補
正
を
行
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
老
人
保
健
特
別
会
計
で

昨
年
度
の
医
療
費
が
確
定
し
た

こ
と
に
伴
い
、老
人
保
健
特
別
会

計
の
予
算
を
見
直
し
た
た
め
で

す
。繰
入
金
を
３
千
867
万
円
減
額

補
正
す
る
と
と
も
に
、繰
越
金
で

同
額
の
増
額
補
正
を
行
い
ま
し

た
。こ
の
結
果
、歳
入
歳
出
予
算

総
額
は
、当
初
予
算
と
変
わ
ら
ず

156
億
１
千
200
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　みなさんの税金はどのように使われたのでしょうか？市の財政がどのように運営され、どんな状況に
あるのでしょうか？昨年度の決算の概況と今年度の予算概要（補正予算後）をお知らせします。
　問合せ／財政課（�22―3291）

昨年度の決算の概況と今年度の予算
市民の負担と市の支出

１人あたり使われたお金　　約318,155円
１人あたり負担した市税　　約113,574円
１世帯あたり使われたお金　約753,511円
１世帯あたり負担した市税　約268,987円

　人口51,138人　世帯数21,592世帯
　　　　（平成17年5月末現在）

　
都
市
計
画
税
は
、法
で
認
可
を
受

け
た
都
市
計
画
事
業
に
充
て
る
も

の
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。市
で
実

施
中
の
都
市
計
画
事
業
は
、都
市
計

画
道
路
館
山
・
船
形
港
線
、公
共
下

水
道
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
整
備
や
環
境
整
備
事
業
は
、

市
域
の
均
衡
あ
る
発
展
を
実
現
す

る
た
め
、長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て

計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

市
の
都
市
機
能
を
充
実
さ
せ
つ
つ
、

快
適
な
生
活
環
境
を
保
全
す
る
た

め
に
大
切
な
事
業
で
す
。

都
市
計
画
税
は

こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
ま
す

※千円単位四捨五入

参考：平成15年度県内市町村
　　　 平均86.7％

平成12年度

平成13年度

平成14年度

平成15年度

平成16年度（見込み）

83.1％

88.2％

91.2％

89.7％

96.1％

▼経常収支比率の動向

一般会計

歳出
平成16年度決算総額

162億6,981万円
平成17年度予算（6月補正後)

156億1,200万円

一般会計

歳入
平成16年度決算総額

166億9,421万円
平成17年度予算（6月補正後）

156億1,200万円

平
成
16
年
度

　
　
　
決
算
の
概
況

１
世
帯
あ
た
り

26
万
９
千
円
の
負
担

平
成
17
年
度 

一
般
会
計
予
算

特 

別 

会 

計

市
債
の
現
在
高

経
常
収
支
比
率
の
動
向

58億796万円（34.8%）

55億8,075万円（35.7%）

34億289万円（20.4%）

33億3,000万円（21.3%）

20億9,390万円（12.5%）

9億7,320万円（6.2%）

14億9,542万円（9.0%）

16億63万円（10.3%）

5億9,033万円（3.5%）

5億8,252万円（3.7%）

33億371万円（19.8%）

35億4,490万円（22.7%）

41億6,680万円（25.6%）

44億1,936万円（28.3%）

28億5,446万円（17.5%）

20億4,281万円（13.1%）

19億2,572万円（11.8%）

18億3,531万円（11.8%）

19億1,063万円（11.7%）

19億744万円（12.2%）

18億1,877万円（11.2%）

17億3,271万円（11.1%）

16億5,454万円（10.2%）

18億1,251万円（11.6%）

19億3,889万円（11.9%）

18億6,186万円（11.9%）

市税

地方交付税

国庫支出金

市債

県支出金

その他

民生費

公債費

総務費

衛生費

教育費

土木費

その他

平成16年度決算

平成17年度予算（6月補正後）

※千円単位四捨五入

▼市債の内訳

衛生費

土木債・公営住宅債

総務・民生債など

教育債

商工・農林水産業債

消防・災害復旧債

70億5,230万円

66億1,515万円

45億4,267万円

11億4,567万円

 2億9,135万円

 1億8,204万円

会 　 計 　 名

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

介 護 保 険

学童災害共済事業

下 水 道 事 業

　歳 入

507,262

542,792

342,105

         57

98,106

　歳 出

494,424

540,272

328,984

          51

98,037

  差  引

12,838

2,520

13,121

       6

  69

16年度決算 17年度予算（6月補正後）

当初予算

527,577

571,613

353,776

          165

   89,000

6月補正後

544,068

570,266

353,776

          165

89,000

せら知お

４平成17年８月15日５ だん暖たてやま



旧型の規格

　「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
」
は
、
訪
問
販
売

な
ど
で
指
定
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
書
を
受

け
取
っ
て
か
ら
、
そ
の
日
を
含
め
て
８
日
以
内

な
ら
、
消
費
者
は
無
条
件
で
契
約
の
解
除
が
で

き
る
と
い
う
制
度
で
す
。
た
だ
し
、
契
約
し
た

場
所
が
店
舗
や
営
業
所
以
外
で
あ
る
こ
と
が
条

件
で
す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
対
象
に
な
る
も
の
／

家
庭
訪
問
販
売
、
路
上
販
売
、
展
示
販
売
（
１

日
程
度
で
会
場
を
移
動
す
る
場
合
）
な
ど

　
手
続
き
方
法
／
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
必

ず
、
書
面
で
行
い
ま
す
。
電
話
で
断
る
の
は
、
ト

ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
契
約
を
解
除
す

る
旨
の
通
知
書
を
作
成
し
、
業
者
に
簡
易
書
留

で
郵
送
し
ま
す
。

　
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
場
合
で

も
、
早
め
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
相
談
場
所
・
時
間
／
千
葉
県
消
費
者
セ
ン

タ
ー
（
�
047
―
434
―
０
９
９
９
）
午
前
９
時
30

分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
（
土
・
日
を
除

く
）、
千
葉
県
警
察
本
部
相
談
サ
ポ
ー
ト
コ
ー

ナ
ー
（
�
043
―
227
―
９
１
１
０
）
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
を
除
く
）、
市
民

相
談
室
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
�
22
―
３
１
９

９
）
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日
、
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
（
月
２
回
）

高
齢
者
や
若
者
の
被
害
急
増

『
悪
質
商
法
』
に
注
意
！

　
悪
質
商
法
と
は
、
言
葉
巧
み
に
消
費
者
を
勧
誘
し
、
高
額
な
賞
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
売
り
つ
け
る
販
売
方
法
で
す
。
消
費
者
を
誘
う
方
法
は
、

家
や
職
場
を
訪
ね
て
き
た
り
、
路
上
で
声
を
か
け
た
り
、
電
話
で
勧
誘

し
た
り
、
ま
た
訪
問
販
売
を
は
じ
め
、
人
を
集
め
て
物
品
販
売
を
行
う

も
の
な
ど
様
々
で
す
。

　
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
た
賢
い
消
費
者
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

も
し
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
１
人
で
悩
ま
ず
に
、
専
門
の
相
談
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
商
工
課
消
費
生
活
係
（
�
22
―
３
９
５
６
）

★
★
★
★
★
★
★
高
齢
者
と
若
者
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
★
★
★
★
★
★
★

　
消
費
者
問
題
な
ど
の
苦
情
や
相

談
を
受
け
付
け
て
い
る
機
関
に
、

千
葉
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー
が
あ
り

ま
す
。セ
ン
タ
ー
に
は
、高
齢
者
と

若
者
が
被
害
者
と
な
る
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
若
者
に
被
害
が
多
い
理
由
は
、

悪
質
な
業
者
が
若
者
が
持
っ
て
い

る
「
夢
」
や
「
甘
さ
」
に
つ
け
こ

む
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電

話
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
普
及
し
た
こ

と
や
、
社
会
経
験
が
少
な
い
た
め

に
断
る
こ
と
が
苦
手
で
あ
る
こ
と

も
原
因
で
す
。

　
高
齢
者
が
狙
わ
れ
る
の
は
、
今

後
の
生
活
や
健
康
に
不
安
を
持
っ

て
い
る
人
が
多
い
か
ら
で
す
。
被

害
に
遭
っ
て
も
だ
ま
さ
れ
た
と
は

思
わ
な
い
で
、「
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は

親
切
に
し
て
く
れ
た
」
と
感
謝
の

念
す
ら
持
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　
悪
質
商
法
の
業
者
は
、
好
印
象

を
与
え
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
身
に
付

け
て
お
り
、
親
切
そ
う
な
笑
顔
や
、

巧
妙
な
話
術
で
消
費
者
を
だ
ま
し

ま
す
。つ
ま
り
、長
く
接
す
れ
ば
接

す
る
ほ
ど
、
相
手
の
ペ
ー
ス
に
は

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
場
を
険
悪

な
雰
囲
気
に
し
な
い
よ
う
に
と
、

相
手
の
こ
と
を
気
遣
っ
て
あ
や
ふ

や
な
態
度
で
い
る
と
、
ど
ん
ど
ん

つ
け
込
ま
れ
ま
す
。
な
る
べ
く
早

く
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
断
る
こ

と
、
こ
れ
が
悪
徳
商
法
の
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
の
鉄
則
で
す
。
　

トラブル 内 容 手 口 の 一 例 対応のポイント

点検商法 建物などの点検と称して訪
問し、不安をあおる説明を
して高額な商品やサービス
を売りつける。

・突然来た業者が床下に入り、カビが
　生えている、シロアリがいると言
　われ、床下調湿剤とシロアリ駆除
　剤を散布された。

・突然の訪問者は警戒する。
・不審に思ったらきっぱり断る。
・しつこく勧誘されてもその場で契約し
　ない。

SF（催眠）
商法

閉めきった会場に人を集
め、日用品などを無料や格
安で配って興奮状態にした
後、高額な商品を売りつけ
る。

・街頭で呼び止められ会場に連れて
　行かれると、景品をたくさんもら
　えたが、その後、高額の商品を契約
　するまで帰してもらえなかった。

・「無料」、「格安」という言葉に用心する。
・会場に入ると何も買わずに帰るのは難
　しいので、来場の誘いを受けても安易
　について行かない。

かたり商法 消防や水道などの公的機関
や有名企業の職員と思わせ
て商品を売りつける。

・消防署の職員を名乗って、「消火器
　設置が義務付けられた」と言われ、
　購入した。

・身分証明書などの提示を求める。
・公的機関は訪問販売は行わない。

架空請求
不当請求

ハガキ、電話、メールなどで
利用した覚えのない利用料
などを一方的に請求してく
る。

・有料サイトの料金３万円が未納とい
　う請求書が届き、支払わないと法的
　手段を取ると書いてある。
・「電子消費者未納利用料請求最終通
　知書」と書かれたハガキが届き、連
　絡すると利用料120万円を請求さ
　れ、その後脅しの電話がくる。

・利用してない場合は支払わない。
・これ以上個人情報を知られないように
　問合せはしない。
・小額訴訟を悪用した裁判所からの訴状
　は、消費者センターなどに相談する。

送り付け商法
（ネガティブ・
オプション）

一方的に請求書入りの商品
が届く。

・注文していない書籍が勝手に届き、
　年会費を請求された。
・頼んでもいない花の種が送られてき
　て、その後請求書がきた。

・頼んだかどうか不明の宅配便は受け取
　らない。
・商品が送付されてから14日間は保管
　し、その後処分する。ただし、保管期
　間中に使用すると、購入したとみなさ
　れる。

振り込め詐欺 身内、警察官、弁護士などの
振りをして電話をかけ、理
由を付けて金銭を振り込ま
せる。

・突然電話してきて孫のように「おれ
　おれ」と言い、事故を起こしたので
　至急お金を振り込めば解決すると切
　羽詰った状況を装い、動揺させ口座
　に振り込ませる。

・電話の相手を名乗らせる。
・お金の話が出たら警戒する。
・話を鵜呑みにしない。
・すぐにお金を振り込まない。

よくあるトラブルの事例・手口と対応のポイント

※これらは、あくまでも一部の悪質な事業者の事例であり、すべての事業者に当てはまるものではありません。

ご
存
知
で
す
か
？

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

　
あ
ま
り
に
も
し
つ
こ
い
勧
誘
や
強
引
な
場
合
は
、根
負
け
し
て

契
約
せ
ず
、
警
察
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
と
き
は
１
人
で
悩
ま
な
い
で
、
家
族
や
友
人
、
消
費

者
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
、
警
察
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

６
、
し
つ
こ
い
相
手
は
110
番

　
悪
質
業
者
は
家
の
中
に
入
り
込
む
ス
キ
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

う
か
つ
に
玄
関
に
セ
ー
ル
ス
マ
ン
を
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　
景
品
を
無
料
で
配
る
こ
と
で
会
場
に
招
き
、
巧
み
な
話
術
で

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
、
高
価
な
商
品
を
買
わ
せ
る
商
法
が
あ

り
ま
す
。「
う
ま
す
ぎ
る
話
は
悪
質
商
法
」
と
疑
う
こ
と
で
す
。

１
、
見
知
ら
ぬ
人
は
家
に
入
れ
な
い

２
、
う
ま
い
話
は
な
い

　
高
価
な
商
品
を
購
入
す
る
と
き
は
、本
当
に
必
要
な
も
の
か
家

族
や
友
人
に
相
談
す
る
な
ど
、
冷
静
に
考
え
る
こ
と
で
す
。

３
、
契
約
す
る
前
に
よ
く
考
え
る

　
販
売
人
か
ら
決
断
を
す
ぐ
迫
ら
れ
て
も
、
あ
せ
っ
て
答
え
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
か
の
商
品
と
比
べ
た
り
、
家
族
に
相

談
す
る
な
ど
し
て
か
ら
決
め
て
く
だ
さ
い
。

４
、
そ
の
場
で
す
ぐ
決
め
な
い

　
強
引
な
勧
誘
は
キ
ッ
パ
リ
断
る
こ
と
が
一
番
で
す
。電
話
で
一

方
的
に
話
し
て
き
た
ら
、
は
っ
き
り
「
お
断
り
し
ま
す
」
と
言

い
ま
し
ょ
う
。

５
、
必
要
な
い
な
ら
キ
ッ
パ
リ
断
る

７
、
１
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

被害に遭わないための７ヵ条

商
工
課
で
は
、地
区
の
集
ま
り
な
ど

で
利
用
で
き
る
啓
発
用
ビ
デ
オ『
お

年
寄
り
を
狙
う
悪
質
商
法
に
ご
用

心
』
を
貸
出
し
て
い
ま
す
。

せら知お

６平成17年８月15日７ だん暖たてやま



　
日
時
／
９
月
26
日
〜
10
月
28
日

ま
で
の
毎
週
月
・
金
曜
日（
た
だ
し

10
月
12
日
の
み
水
曜
日
）時
間
は

い
ず
れ
も
午
後
７
時
30
分
〜
午
後

９
時
30
分

　
場
所
／
市
営
市
民
体
育
館

　
対
象
／
小
学
５
年
生
以
上
の
市

民
ま
た
は
市
内
在
勤
の
初
心
者
と

中
級
者
。た
だ
し
小
中
学
生
は
保

護
者
同
伴
。

　
定
員
／
30
人
程
度

　
参
加
料
／
500
円（
保
険
料
な
ど
）

を
開
校
式
当
日
徴
収
。親
子
で
参

加
す
る
場
合
は
、親
子
で
500
円
。

　
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
ガ
ラ
ス

類
の
う
ち
、ガ
ラ
ス
び
ん
は
容
器

包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
る
リ

サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。び

ん
を
出
す
と
き
は
、王
冠
や
ア
ル

ミ
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
を
は
ず
し
て
、

軽
く
水
洗
い
し
て
か
ら
出
す
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、集
ま
っ
た
ガ
ラ
ス
類

の
中
に
は
、多
く
の
び
ん
の
フ
タ

や
空
き
缶
、せ
と
も
の
が
混
入
し

て
お
り
、リ
サ
イ
ク
ル
を
妨
げ
る

原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
自
動
車
整
備
振
興
会
安
房
郡

市
支
部
で
は
、自
動
車
の
安
全
確

保
と
事
故
防
止
の
た
め『
マ
イ

カ
ー
点
検
教
室
』を
開
催
し
ま
す
。

自
分
の
車
を
自
分
で
点
検
で
き
る

よ
う
に
な
る
た
め
の
、整
備
点
検

の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

　
日
時
／
９
月
24
日（
土
）午
前
10

時
30
分
か
ら
午
後
３
時

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
内
容
／【
学
科
】自
動
車
模
型
を

使
っ
て
仕
組
み
、安
全
運
転
の
た

め
の
点
検
整
備
方
法
を
学
ぶ
。【
実

マ
イ
カ
ー
点
検
教
室

新
築
・
増
築
し
た
家
屋
調
査

女
性
で
も
簡
単

技
】自
動
車
を
使
っ
て
実
際
に
タ

イ
ヤ
の
取
り
外
し
な
ど
、日
常
点

検
方
法
を
学
ぶ
。

　
対
象
／
当
日
自
分
の
車
で
来
ら

れ
る
人

　
定
員
／
50
人

　
受
講
料
／
無
料（
昼
食
付
）

　
講
師
／
県
自
動
車
整
備
振
興
会

安
房
郡
市
支
部
青
年
部

　
服
装
／
点
検
作
業
が
し
や
す
い

服
装

　
申
込
方
法
／
電
話
で
ベ
ル
オ
ー

ト
サ
ー
ビ
ス（
�
23
―
０
０
９
１
）

ま
た
は
中
央
公
民
館（
�
23
―
３

１
１
１
）へ
申
し
込
む
。

　
締
切
／
９
月
20
日（
火
）

　
問
合
せ
／
中
央
公
民
館（
�
23

―
３
１
１
１
）

わ
が
家
の
園
芸
自
慢
展

　
安
房
花
愛
好
者
の
集
い
で
は
、

秋
の
市
文
化
祭
に
、家
で
咲
い
た

花
や
珍
し
い
花
、き
れ
い
に
で
き

た
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な
ど
の
写
真

や
実
物
を
、「
わ
が
家
の
園
芸
自

慢
展
」と
し
て
展
示
し
ま
す
。

　
募
集
内
容
／
今
年
５
月
か
ら

９
月
ま
で
に
各
戸
で
栽
培
し
た

園
芸
品
の
写
真
か
実
物
。

【
写
真
の
部
】文
化
祭
の
時
期
以

外
に
鑑
賞
し
た
園
芸
品
や
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
な
ど
の
写
真
。１
点
当

り
２
Ｌ
版
４
枚
以
内
か
６
ワ
イ

ド
版
２
枚
以
内
。

【
実
物
の
部
】文
化
祭
の
時
期
に
鑑

賞
の
適
期
に
あ
た
る
鉢
な
ど
で
容

器
栽
培
さ
れ
た
園
芸
品
。た
だ
し
、

高
価
な
も
の
は
写
真
の
部
に
出
展

し
て
く
だ
さ
い
。

　
出
品
の
注
意
／
①
作
品
は
個
人

ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で
栽
培
し
た
も

の
。②
１
種
類
の
花
で
１
人
１
点

と
し
、種
類
が
異
な
れ
ば
１
人
何

点
で
も
出
品
可
。③
申
込
用
紙
に

作
品
の
解
説
や
コ
メ
ン
ト
を
記
入

す
る
。④
展
示
物
は
期
間
中
当
番

を
お
き
管
理
し
ま
す
が
、万
一
障

害
が
あ
っ
て
も
保
障
し
ま
せ
ん
。

　
申
込
方
法
／
中
央
公
民
館
と
館

山
地
区
公
民
館
に
あ
る
所
定
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

９
月
30
日（
金
）ま
で
に
事
務
局
へ

郵
送
す
る
。

　
問
合
せ
・
事
務
局
／
〒
294
―
０

０
３
３ 

宮
城
978
―
６  

安
房
花
愛

好
者
の
集
い 

会
長 

長
谷
川
光
男

（
�
23
―
２
１
０
３
）

健 康 づ く り 絵 画
テーマ／食生活、運動、喫煙、飲酒など健康づくり

（ふりがな）を記入し応募。
応募方法／応募先へ郵送。
締切／9月6日（火）必着
賞／最優秀賞１点、優秀賞２点、入選15点、応募
者全員に参加賞。
その他／作品の版権は県国保連合会に帰属し、作
品は再校正します。応募作品は返却します。
問合せ／〒263－0016　千葉市稲毛区天台6－4
－3　千葉県国民健康保険団体連合会　事業課保
健事業係（�043－254－7355）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り

　
申
込
方
法
／
９
月
20
日（
火
）ま

で
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、電

あ
ぜ
が
み

話
番
号
を
明
記
し
、畔
上
悟
あ
て

Ｆ
Ａ
Ｘ（
23
―
５
１
３
９
）で
申
し

込
む
。

　
持
ち
物
／
体
育
館
用
シ
ュ
ー

ズ
、バ
ト
ミ
ン
ト
ン
用
ラ
ケ
ッ
ト
、

飲
み
物
。

　
問
合
せ
／
ス
ポ
ー
ツ
課（
�
22

―
３
６
９
６
）

　　

　
平
成
14

年
、「
南
総
里
見

フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
復
活
上
演
さ
れ

た
古
茂
口
・
藤
原
村
歌
舞
伎
の

『
鎌
倉
三
代
記
』は
、多
く
の
観
客

に
懐
か
し
さ
と
感
動
を
与
え
ま

し
た
。平
成
15
年
に
は
、村
歌
舞

伎
を
未
来
へ
伝
え
、守
り
育
て
よ

う
と「
た
て
や
ま
村
歌
舞
伎
保
存

会
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。以
来
、

後
継
者
の
育
成
に
焦
点
を
置
き

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
、40
代
の
女
性
中
心

３
年
ぶ
り
に『
鎌
倉
三
代
記
』を
上
演

た
て
や
ま
村
歌
舞
伎
保
存
会

の
後
継
者
た
ち
が
、月
２
回
先
輩

役
者
か
ら
の
厳
し
い
指
導
を
受

け
、稽
古
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

 

稽
古
の
成
果
を
、
８
月
28
日

（
日
）午
後
１
時
30
分
か
ら
房
南

中
学
校
体
育
館
で
披
露
し
ま
す
。

舞
台
で
使
用
す
る
衣
装
や
道
具

は
、手
づ
く
り
で
す
。入
場
は
無

料
で
す
。

　
問
合
せ
／
た
て
や
ま
村
歌
舞

伎
保
存
会
事
務
局
　
森
田
進（
�

28
―
２
２
０
４
）

　
県
で
は
、原
爆
被
爆
者
二
世
を

対
象
に
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
／
原
爆
被
爆
者
の
実
子

で
、県
内
に
住
所
を
有
し
、受
診
を

希
望
す
る
人
。（
受
診
希
望
者
が
多

数
の
場
合
は
、作
年
度
未
受
診
者

を
優
先
）

　
実
施
期
間
／
平
成
18
年
３
月
10

日
ま
で

　
申
込
方
法
／
受
診
を
希
望
す
る

人
の
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、生

年
月
日
、被
爆
者
で
あ
る
親
の
氏

原
爆
被
爆
者
二
世
に
健
康
診
断
実
施

名
、住
所
、被
爆
者
手
帳
番
号
を
明

記
し
、封
書
で
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

　
受
診
書
な
ど
は
後
日
送
付
し
ま

す
。検
査
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、一

部
自
己
負
担
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
締
切
／
平
成
18
年
２
月
10
日

　
問
合
せ
・
申
込
先
／
〒
260
―
８

６
６
７
　
千
葉
県
健
康
福
祉
部
健

康
福
祉
指
導
課
援
護
恩
給
室（
�

043
―
223
―
２
３
４
９
）

　
市
で
は
、リ
サ
イ
ク
ル
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
、王
冠
や
ア
ル
ミ

キ
ャ
ッ
プ
を
ガ
ラ
ス
類
と
分
別
す

る
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、化
粧
品
が
入
っ
て
い
た

び
ん
や
耐
熱
ガ
ラ
ス
は
、再
利
用

で
き
ま
せ
ん
。
王
冠
、
ア
ル
ミ

キ
ャ
ッ
プ
、蛍
光
管
、鏡
、化
粧
品

の
入
っ
て
い
た
び
ん
、耐
熱
ガ
ラ

ス
、せ
と
も
の
な
ど
は
金
属
類
の

日
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

キ
ャ
ッ
プ
は
燃
せ
る
ご
み
の
日
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

徹
底
し
よ
う
！
　
ガ
ラ
ス
類
の
分
別

　
不
燃
ご
み
の
収
集
日
は
、金
属

類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
第
１
・
３
・

５
・
６
週
、ガ
ラ
ス
類
・
白
色
ト
レ

イ
は
第
２
・
４
週
で
す
。環
境
美
化

カ
レ
ン
ダ
ー
の
第
１
段
目
を
第
１

週
と
数
え
ま
す
。収
集
日
は
カ
レ

ン
ダ
ー
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
環
境
保
全
課（
�
22

―
３
３
５
４
）

　
税
務
課
で
は
、新
築
ま
た
は
増

築
し
た
家
屋
を
対
象
に
、固
定
資

産
税
や
都
市
計
画
税
算
定
の
基
に

な
る
家
屋
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
調
査
員
は
、「
固
定
資
産
評
価
補

助
員
証
」を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
時
間
は
、100
㎡（
約
30
坪
）

の
新
築
家
屋
で
、約
30
分
で
す
。　

留
守
が
ち
な
場
合
は
、電
話
予
約

も
で
き
ま
す
。予
約
の
際
は
調
査

希
望
日
時
、家
屋
の
建
築
場
所
、所

有
者
氏
名
、住
所
、電
話
番
号
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

王
冠
、ア
ル
ミ
キ
ャ
ッ
プ
は「
金
属
類
の
日
」に

◎
カ
レ
ン
ダ
ー
を
確
認
し
て
！

　
　
　
　
不
燃
ご
み
の
収
集
日

平
成
17
年
第
３
回

市
議
会
定
例
会
の

招
集
予
定
日
は

９
月
７
日（
水
）で
す

に関すること。　
対象／小学生以下
応募規定／個人作品で未発表の
ものとし、４ツ切画用紙を縦長
に使用（文字はいれない）。作
品の裏に学校名、学年、氏名

▲後継者たちによる稽古風景

　
問
合
せ
・
予
約
／
税
務
課
資
産

税
係（
�
22
―
３
２
６
１
）

集募 せら知お
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利用者負担段階　　　　        対　象　者

第1段階　   ・市民税世帯非課税で老齢福祉年金を受けている人

　　　　　  ・生活保護を受給している人

第2段階　　・市民税世帯非課税で、合計所得金額と課税年金収入の合計額が　　　　　　

　　　          80万円以下の人

第3段階　   ・市民税世帯非課税で、第2段階に該当しない人

　　　　　  ・市民税課税者がいる高齢世帯で、特例減額措置を受けている人

第4段階　　・同じ世帯内に市民税課税者がいるが、本人は市民税非課税の人　　　　　　

　　           ・市民税を課税されている人

　安房医師会病院では、年間365日24時間体制で、救急患者を受け入れています。
病院内には、初期診療施設として、安房郡市夜間急病診療部（午後７時～午後10時・
年中無休）が設置されています。

16日（金）

17日（土）
18日（日）
19日（月）
20日（火）
21日（水）
22日（木）

23日（金）

24日（土）
25日（日）
26日（月）
27日（火）
28日（水）
29日（木）

30日（金）

症状よっては対応できない場合もあります。
判断できない場合は、当日の夜間待機施設か
安房郡市消防本部（�22－2233）へ問い合わせてください。

9月

安房医師会病院
�25－5111

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

夜間救急・休日救急

　安房医師会病院以外の夜間救急は、次のとおりで、夜間待機施設として、
午後５時から翌朝８時まで診療します。
【休日】は休日当番医です。【休日・夜間】は、休日当番医で夜間救急も行います。

※都合により、当番医が変更になる場合があります。

安房医師会病院の小児科の診療は、毎週日曜日の9:30～16:00に、
救急のみ診察します。祭日は、不定期ですのでお問合せください。
他の時間帯は、内科医による初期診療です。

【休日･夜間】

 1日（木）

 2日（金）
 　　　
 3日（土）
 4日（日）

 5日（月）
 6日（火）
 7日（水）
 8日（木）

 9日（金）

10日（土）
11日（日）
12日（月）
13日（火）
14日（水）
15日（木)

入
所
施
設
の
居
住
費
・
食
費
が

　
10
月
か
ら
保
険
対
象
外
に
な
り
ま
す

ワン！

【休日･夜間】
【休日】

【休日･夜間】

大房岬少年自然の家
�33－4561

小学生以上の家族
40人(初心者対象)

大房岬でさかな釣り
（9/6 9:00から申込開始）

館山市図書館
�22－0701

10:30～ 60人
 ２日
（ 金 ）

おはなし会（幼児向け）

たいぶさコース
仁

申込受付（先着順）が９月初旬から

伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　　　 �04－7092－2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　 �04－7097－1221
鋸南病院（鋸南町）              �55－2125
東条病院（鴨川市） �04－7092－1207
白浜中央医院（白浜町）　　�38－2751
富山国保病院（富山町）       �58－0301
鋸南病院（鋸南町）              �55－2125
赤門整形外科内科（市内）   �22－0008
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　　　 �04－7092－2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　 �04－7097－1221
小田病院（鴨川市） �04－7092－1128
赤門整形外科内科（市内）   �22－0008
富山国保病院（富山町）       �58－0301
東条病院（鴨川市） �04－7092－1207
小田病院（鴨川市） �04－7092－1128
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　　　 �04－7092－2231

鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　 �04－7097－1221
赤門整形外科内科（市内）   �22－0008
小田病院（鴨川市） �04－7092－1128
富山国保病院（富山町）       �58－0301
東条病院（鴨川市） �04－7092－1207
小田病院（鴨川市） �04－7092－1128
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　　　 �04－7092－2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　 �04－7097－1221
鋸南病院（鋸南町）              �55－2125
館山病院（市内） 　　　      �22－1122
富山国保病院（富山町）       �58－0301
東条病院（鴨川市） �04－7092－1207
小田病院（鴨川市） �04－7092－1128
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　　　 �04－7092－2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　 �04－7097－1221

【休日・夜間】
【休日・夜間】

　
　
　
ポ
イ
ン
ト
介
護
保
険
50

10/1(土)～
2(日)　1泊2日

９月のプログラム子ども市民大学 問合せ／生涯学習課（�22―3698）

　
館
山
市
陸
上

競
技
協
会
で

は
、『
ジ
ュ
ニ
ア

陸
上
競
技
教

室
』
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
既

に
、
春
季
４
回

を
終
了
し
、
今

回
は
秋
季
分
を

募
集
し
ま
す
。

運
動
が
苦
手
で
も
速
く
な
れ
る
！

ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
教
室

　
運
動
が
苦
手
で
も
コ
ー
チ
が
走
り
方
を
教
え

る
ほ
か
、個
人
の
体
調
や
能
力
に
合
わ
せ
て
、段

階
的
に
指
導
し
ま
す
。

　
日
時
／
９
月
17
日
、24
日
、10
月
１
日
、８
日
、

15
日
、22
日（
毎
週
土
曜
日
）時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
９
時
30
分
か
ら
午
前
11
時
30
分
ま
で

　
場
所
／
北
条
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
指
導
／
館
山
市
陸
上
競
技
協
会
会
員

　
対
象
／
市
内
の
小
学
３
年
生
か
ら
６
年
生

　
定
員
／
50
人
程
度

　
参
加
料
／
500
円（
保
険
料
）

　
申
込
方
法
／
ハ
ガ
キ
に「
陸
上
教
室
希
望（
秋

季
）」と
し
住
所
、氏
名
、学
校
名
、学
年
、性
別
、電

話
番
号
を
記
入
し
て
、〒
294
―
０
８
１
３
三
芳
村

谷
向
150
　
三
芳
小
学
校
内
　
宇
畑
直
樹
ま
で
。

　
問
合
せ
／
ス
ポ
ー
ツ
課（
�
22
―
３
６
９
６
）

ま
た
は
三
芳
小
学
校
宇
畑（
�
36
―
２
０
１
３
）

日　　時 プログラム（会場等） 定員・対象 問 合 せ 先 コ ー ス

毎日曜日
祝日

24日
（ 土 ）

10:00～ 甲冑を着よう
（観覧料として小中学生80円、一般150円）

入館者 館山市立博物館
�23－5212

しろやまコース
信

  ３日
（ 土 ）

  17日
（ 土 ）

おはなし会 館山市図書館
�22－0701

14:00～
ぶんがくコース

孝
小学生
60人

おはなし会 館山市図書館
�22－0701

14:00～
ぶんがくコース

孝
小学生
60人

将棋教室 小学生以上 館山市中央公民館
�23－3111

わんぱくコース
悌13:30～

 10日
（ 土 ）

プラネタリウム一般公開
「イルカと音楽家アリオン少年（いるか座）」

一　般
200人

大房岬少年自然の家
�33－4561

たいぶさコース
仁10:15～

将棋教室13:30～
わんぱくコース

悌
小学生以上

おはなし会14:00～ ぶんがくコース
孝

小学生
60人

南房総貝がら探検隊③ 幼稚園生以上
かがみがうらコース

智
9:30～
　15:00

～４日
（ 日 ）

安房学講座
「続広重が歩いた安房の道」

安房博物館
�22－8608

 9:00
～16:30

一　般
60人

おはなし会14:00～
ぶんがくコース

孝
小学生
60人

館山市図書館
�22－0701

  19日
（ 月 ）

安房博物館
�22－8608

館山市中央公民館
�23－3111

館山市図書館
�22－0701

14:00～

企画展
「描かれた海辺の風景」 一　般

安房博物館
�22－8608

かがみがうらコース
智

かがみがうらコース
智

【休日･夜間】

　
　
　
平
成
12
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、５
年
が
経
過
し
た
介
護
保
険
制
度
は
、

法
律
の
規
定
に
よ
り
制
度
全
般
に
わ
た
る
見
直
し
が
行
わ
れ
、「
介
護

保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」が
成
立
し
ま
し
た
。こ
れ
に
伴

い
、施
設
給
付
の
居
住
費
・
食
費
に
つ
い
て
は
本
年
10
月
か
ら
保
険
給

付
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
問
合
せ
／
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
対
策
係（
�
22
―
３
４
８
７
）

　
　
　
現
行
制
度
で
は
、入
所
施
設
の
居

住
費
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
に
含
ま

れ（
利
用
者
負
担
は
１
割
）、食
費
は

月
額
１
万
か
ら
２
万
５
千
円
が
利

用
者
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か

し
、在
宅
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
人
は
全
額
が
自
己
負
担
と
な
る

た
め
、負
担
の
不
均
衡
が
問
題
視
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、入
所
施
設
に
お
け
る

居
住
費
と
食
費（
短
期
入
所
を
含

む
）に
つ
い
て
は
保
険
給
付
の
対
象

外
と
な
り
、本
年
10
月
か
ら
原
則
と

し
て
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

(

利
用
者
負
担
の
水
準
は
施
設
と
利

用
者
の
契
約
に
よ
り
定
め
ら
れ
ま

す
。)

　
た
だ
し
、市
民
税
世
帯
非
課
税
等

の
低
所
得
者
に
対
し
て
は
、下
表
の

と
お
り
所
得
に
応
じ
た
利
用
者
負

担
段
階
が
設
定
さ
れ
第
１
段
階
か

ら
第
３
段
階
の
人
は
、申
請
に
よ
り

負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。　
減
額
相

当
分
に
つ
い
て
介
護
保
険
か
ら
の

補
足
給
付
が
行
わ
れ
ま
す（
特
定
入

所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
）
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こんなことあんなこと相談案内 お気軽にどうぞ！
相談はすべて無料です。（結婚・介護相談以外は、土曜日曜祝日は休みます）

秘密は厳守されますからお気軽にご相談ください。

心配ごと
【一般相談員による相談】
　日時／毎週火曜日（祝日の場合は翌日）
　　　　午前10時～午後３時
【専門相談員による相談】
　日時／毎月第１、第３火曜日
　　　　午後１時～午後３時
　対象／一般相談員の相談を受けた人、
　　　　１日４人まで
　場所／市役所４号館
　問合せ／社会福祉協議会（�23－5068）

児　童
　家庭関係・養育問題など　
　日時／毎日  午前８時30分～午後５時
　場所／家庭児童相談室
　　　　（�22－3111内線576）

精神保健
　不眠、イライラ、対人関係、老人ボケ等の
　心配
　日時／９月13日（火）・20日（火）・27日（火）
   　　　  午後1時30分～午後3時
　場所／安房健康福祉センター
　申込／�22－4511（予約必要）

結　婚
日時／毎月第１、第３日曜日（１月４日は
お休み）　午前10時～午後４時
場所／市役所４号館
問合せ／社会福祉協議会（�23－5068）

介　護
在宅での介護に関する心配ごと、悩みごと
日時／24時間、毎日
場所／館山市在宅介護支援センター
　　　なのはな　　（�29－2800）
　　　ほほえみ　　（�27－6411）
　　　たてやま　　（�25－7191）
　　　安房医師会　（�25－5030）

  古　紙

  4日（日）

20日（火）

11日（日）

27日（火）

  9日（金）

25日（日）

  8日（木）

  5日（月）

29日（木）

28日（水）

 紙パック

15日（木）

  1日（木）

  8日（木）

22日（木）

  8日（木）

地 区 名

館 　 山

北 　 条

那古・船形

西岬・富崎

神　  戸

豊　  房

館野・九重

●９月の古紙・紙パック収集日

◎希望します【希望条件】
【相談】

◎譲ります【希望条件】
【相談】　

【無料】

生ゴミ処理機、ベビーベッド

英会話テキスト･テープ一式
（日本ブリタニカビジネスイング
リッシュマスター:未使用）
学研大学入試現役合格システム
テープ･CD･テキスト一式、ホーム
ヘルパー養成研修テキスト2級
（97年度版）･3級（96年度版）、足踏
みミシン、ポータブルトイレ（介護
用）、幼児用歩行器

　問合せ／商工課消費生活係（�22－3956）

乳幼児
　◎乳児健診
　日時／９月12日（月）
　対象／４か月児
　受付／午後１時30分～２時30分
　◎乳児相談（１歳未満の乳児）
　日時／９月5日（月）
　受付／午前9時30分～10時３0分
　◎１歳６か月健康診査（１歳６か月児）
　日時／９月1日（木）
　対象／平成16年２月生まれ児
　受付／午後１時20分～１時40分
　◎３歳児健康診査（３歳６か月児）
　日時／９月22日（木）
　対象／平成14年３月生まれ児
　受付／午後１時20分～１時40分
　※場所は保健センター（�23－3113）

家庭教育

身障・知的障害
日時／身障障害：毎月第２金曜日
　　　知的障害：毎月第４火曜日
　　　午後１時～午後３時
場所／身障障害：伊賀整形外科クリニック
　　　知的障害：田村病院
申込・問合せ／社会福祉課に必ず事前に申
込みをしてください。（�22－3492）

人権相談
　日時／毎週水曜日　午前10時～午後４時
　※祝日の場合は前日または後日
　場所・問合せ／千葉地方法務局館山支局
　　　　人権相談室（�22－0620）

交通事故
　電話でもできます
　日時／毎日　午前９時～午後４時30分
　場所／南房総県民センター安房事務所内
　問合せ／�22－7132

行政相談
　国など、行政への苦情や意見、要望
　日時／９月12日（月）午前10時～午後３時
　場所／西岬東地区公民館
　問合せ／市民相談室（�22－3199）

無料法律相談
　弁護士が相談に応えます。相談は無料で

すが、あらかじめ予約と相談内容をご連絡

ください。先着8人で締め切ります。

日時／9月9日（金）午後１時～午後４時

場所／コミュニティセンター

予約開始／9月2日（金）午前９時から

問合せ／市民相談室（�22－3199）

消費生活
　商品やサービスについての苦情・相談
　日時／9月1日（木）・15日（木）
　　　　午前９時～午後４時
　場所・問合せ／市民相談室

市民生活
　市民生活あれこれ、お気軽にどうぞ
　日時／毎日　午前９時～午後５時
　場所・問合せ／市民相談室

○新聞、雑誌、ダンボールに分けて
　ごみ搬出場所へ
○収集日の午前８時30分までに
○雨でも収集します。濡れないように
　ビニールなどで覆ってください。
○紙パックは切り開き、洗ってたばね
　てください。
問合せ／環境保全課（�22－3354）

　生活習慣、登校拒否、非行の相談など
　日時／月～金曜日  午前９時～午後４時
　場所／中央公民館
　問合せ／�23－3111

不用品情報コーナー

年　金
厚生年金など
日時・場所／9月15日（木）館山市役所
受付／午前８時30分～正午
　　　来場者が多数の場合は、早めに受　　
　付を終了する場合があります。
相談／午前10時～午後３時
問合せ／市民課保険年金係（�22－3418）

13 だん暖たてやま

9月のイベントインフォメーション
（各催物は8月1日現在の情報で掲載しています。

主催者の都合により変更になることがあります）

８月１日現在の申込み分の中より掲載。
問合せ／千葉県南総文化ホール �22－1811
千葉県文化振興財団ホームページ
　　　　　　　　　　　http://www.cbs.or.jp

南総文化ホール
９月の休館日／5日、12日、20日、26日

虹のかけ橋　ウミホタルとアワビがむす

ぶ日米交流

ヒップホップダンススクール

エボリューション発表会

夏川りみコンサート

安倍なつみコンサートツアー

2005秋　～24カラット～

エクソダス・スティール・オーケストラ

あわ音楽祭

千葉県立安房高校　芸術鑑賞会

 3日（土）

 4日（日）

13日（火）

18日（日）

19日（月）

22日（木）

25日（日）

28日（水）

「虹のかけ橋」実行委員会

　　　 　　　　�24-0224

渡辺忠隆　　　　

　　　　　�090-3499-4384

館山音楽鑑賞協会   �22-3698

無　料

無　料

有　料

期　日 催　　物　　名 使用時間帯 入場方法 主　催　者

小 

ホ 

ー 

ル

フルート、チェロ、ピアノの夕べ第3回

安房の国芸能交流会

第10回チャリティカラオケ発表会

加藤歌謡教室創立5周年

チャリティカラオケ発表会

 2日（金）

4日（日）

11日（日）

23日（金）

有　料

有　料

有　料

関係者

　

大 

ホ 

ー 

ル
㈱オデッセー

　　　　　�03-3560-3930

MI-NON 　　�03-3226-9999

南総文化ホール　   �22-1811

千葉県立安房高校   �22-0130

岡本知子　　　   　�27-2198

（有）安房の国　　   �20-4675

歌謡愛好会かたつむり�22-4698

加 藤 歌 謡 教 室

　　　　　　　　　�22-9587

13:30～16:30

　

未定

18:30～20:30

15:00～16:30

18:30～20:00

14:30～16:00

18:00～20:30

18:30～20:30

13:30～16:00

14:00～15:30

　18:30～20:15
　 9:30～17:30
　 9:00～17:30
　 9:30～17:00

無　料
無　料　
無　料　
無　料

館山駅市民ギャラリー
市民のサークル活動などの発表の場として利用できます。
問合せ／都市計画課 �22－3612やわたんまち写真展

南房学園陶芸科ＯＢクラブ作品展
9/ 1～ 9/19
9/20～10/ 2

日　程 催　　物　　名

虹のかけ橋　
●第一部　

『ウミホタル―～コスモブルーは平和の色』初演コンサート

　

●第二部

①スライドによる講演：サンディ・ライドン氏（カブリオ大

学名誉教授）

　『太平洋をわたった房総のアワビ漁師たち～アワビが結ぶ

日米民間交流史』

②日米対談

　サンディ・ライドン氏と堂本暁子千葉県知事

　明治時代、南房総とモントレーの交流から、未来に向けて

日米民間交流の夢を語ります。

日時／9月3日（土）午後1時30分開演

会場／千葉県南総文化ホール大ホール

主催・問合せ／「虹のかけ橋」実行委員会（�24－0224）

あわ音楽祭
ウミホタルとアワビが
むすぶ日米交流

南房総平和フェスティバル2005

入場無料

安房地域吹奏楽の祭典安房地域吹奏楽の祭典安房地域吹奏楽の祭典安房地域吹奏楽の祭典安房地域吹奏楽の祭典

日時／9月25日（日）午後1時30分開演

入場料金／全席自由500円

会場／千葉県南総文化ホール大ホール

主催・問合せ／財団法人千葉県文化振興財団（千葉県

南総文化ホール）（�22－1811）

後援／千葉県、千葉県吹奏楽連盟、安房郡市10教育委員会

　安房地域で音楽活動している吹奏楽団や中学校・高
等学校の吹奏楽部が一同に会した演奏会です。

高校生合同演奏　蒼き鼓動
（インターハイテーマ曲）

12平成17年８月15日


